
小型犬向け骨切手術用ブレードの開発
－ 共同研究（R3～R5年度）－

小型犬に多い大腿骨変形の治療法である骨切手術は器具操作が困難であるため、
操作が容易で切除精度を高くすることを目的にブレードを試作し、評価しました。
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・ヒト用ブレード
の技術を応用
・２種類を試作

【ブレードの試作】

【ブレードの評価】

本研究は、ペット等関連産業参入支援事業により実施しました。
（共同研究先 ㈱ミヤタニ・岡山理科大学獣医学部）
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・設定した切除角８度に対し
て、約10度と高精度で切除
が可能（ｎ＝３）
・骨や筋肉組織に損傷なし
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検体を用いた骨切除試験

ヒト手術用ブレードの刃幅・ピッチ等を改良し、小型犬向けの骨切手術用ブレー
ド２種類（平型、くさび型）を試作しました。これらのブレードを用いて、検体
(ビーグル犬)による骨切試験を行い、高精度な骨切除が可能で安全性も高いことが
分かりました。現在、製品化を目指して、臨床試験の準備を行っています。


